
 

気候変動には及び腰、でも生物多様性は別？ 
日本人における世界観と環境政策への支持の関係を解明 

本研究のポイント 
・気候変動対策への支持は世界観によって分かれるが、生物多様性保全策では

分かれにくいことを、全国調査で解明 
・気候変動と生物多様性を同じ枠組みで比較し、世界観と自然観の両面から統

合的に分析した先駆的な研究 
・社会的対立を避けた環境政策の合意形成や、政策コミュニケーションへの応

用が期待 
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【研究概要】 
横浜国立大学大学院環境情報研究院の高木彩准教授と中臺亮介講師の研究グループは、文化

的世界観（階層主義－平等主義、個人主義－共同体主義）と自然に対する価値観（道具的価値、

内在的価値、関係価値）が、気候変動および生物多様性損失に関するリスク認知や政策支持と

どのように関連しているのかを明らかにしました。 
近年、気候変動対策は社会的な対立の影響を受けやすいことが指摘されていますが、生物多

様性保全はより幅広い支持を得られる可能性が議論されています。本研究は、日本人 1,133 名

を対象とした 2 波構成のオンライン調査により、世界観や自然観の違いが政策領域（気候変動

／生物多様性）によってどのように異なる形で政策支持に結びつくのかを実証的に検討したも

のです。 
本研究成果は、国際科学雑誌「Communications Sustainability」（2026 年 7 月 11 日付）に掲

載されました。 
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図 1．世界観の違いによる気候変動政策・生物多様性政策への支持の傾向（イメージ） 
 
【社会的な背景】 
気候変動や生物多様性の喪失への関心が高まる一方で、気候変動対策はしばしば社会

的・政治的な分断の影響を受け、人々の世界観によって賛否が大きく分かれることが知ら

れています。文化的世界観（人々が社会や世界をどのように理解し、何を価値あるものと

考えるかについての基本的な信念や価値観）[用語 1]に注目する文化的認知理論（Cultural 
Cognition Theory）[用語 2]によれば、階層主義的な世界観を持つ人ほど、規制や対策の必

要性を示すリスク情報を脅威として捉えやすく、気候変動対策への支持が低くなりやすい

とされています。 
一方、生物多様性の保全は、気候変動対策に比べて社会的な対立の影響を受けにくく、

より広い社会的支持を得やすい可能性があることに着目して実証的に検証をおこないまし

た。実際に、複数国を対象とした調査では、生物多様性保全の国際目標「30by30」への支

持が 8 割を超えるとの報告もあります。また、近年の生物多様性研究では、自然の価値を

「道具的価値（人間にとっての実利）[用語 3]」「内在的価値（自然そのものの価値）[用語

4]」「関係価値（人と自然との関係性）[用語 5]」の 3 つの観点から捉える考え方が提案され

ています。こうした生態学分野での自然観に関する研究知見と、リスク学分野などで扱わ

れてきた文化的世界観との関連は、十分に検討されていないという課題も研究実施の背景

にありました。 



 

本研究グループは、こうした環境政策の問題について生態学とリスク学の知見に基づき、

心理学の調査手法を用いて、気候変動と生物多様性という 2 つの政策領域を同時に扱い、

文化的世界観と自然観がそれぞれの政策支持にどのように、そしてどの程度異なる形で関

連するのかを文理融合型研究により、統合的に検証しました。 
 
【研究成果】 
本研究では、2025 年 6 月に日本全国の 1,133 名を対象とした 2 波構成のオンライン調査

を実施し、文化的世界観（階層主義－平等主義、個人主義－共同体主義）、自然への価値観

（道具的価値、内在的価値、関係価値）、科学的知識、気候変動・生物多様性損失に関する

リスク認知、および気候変動対策・生物多様性保全策（気候変動関連／単独）への支持の

関連を、構造方程式モデリング[用語 6]を用いて分析しました。 
その結果、階層主義的な世界観を持つ人ほど、気候変動リスクを低く見積もり、気候変

動対策への支持も低い傾向が一貫して示されました。一方、この負の関連は生物多様性損

失のリスク認知では弱く、生物多様性保全策単独への支持では統計的に有意な関連が見ら

れませんでした。つまり、同じ「階層主義的な世界観」であっても、対象が気候変動対策

か生物多様性保全策かという政策領域の違いによって、支持との関連の程度が異なること

が明らかになりました。 
また、自然との関係性を重視する関係価値は、気候変動・生物多様性のいずれのリスク

認知・政策支持とも一貫して正の関連を示しました。自然そのものに価値を置く内在的価

値は、気候変動のリスク認知、生物多様性喪失のリスク認知と政策支持とはそれぞれ正の

関連を示しましたが、気候変動対策への支持とは関連が見られませんでした。 
 
【今後の展開】 
本研究の知見は、気候変動対策が世界観に基づく抵抗を受けやすいのに対し、生物多様

性保全はより幅広い世界観の人々から支持を得られる可能性を示すものであり、政治的に

受け入れられやすい環境政策を設計する上での基礎的な知見になることが期待されます。 
今後は、本研究で見られた環境政策の問題領域に依存する関連の違いがどの程度一般化

できるのかを明らかにする必要があります。また、健康や食料安全保障など他の社会的課

題への応用も今後の検討課題です。 
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【用語解説】 
注 1：文化的世界観（階層主義－平等主義／個人主義－共同体主義） 
社会の秩序や人と人との関係をどのように捉えるかという、個人が持つ価値志向。階層主

義は社会的な序列や規律を重視する考え方、平等主義は対等な関係や機会の平等を重視す

る考え方を指す。また、個人主義は個人の自律性や自己決定を重視する考え方、共同体主

義は共同体への帰属や相互扶助、集団の利益や調和を重視する考え方を指す。 
注 2：文化的認知理論（Cultural Cognition Theory） 
人がリスクに関する情報をどのように解釈するかは、その人が持つ文化的世界観によって

影響を受けるとする理論。同じ情報でも、世界観によって異なる受け止め方をすることを

説明する。 
注 3：道具的価値 
自然が人間にとってどの程度役に立つか、すなわち資源としての有用性に基づいて自然の

価値を捉える考え方。 
注 4：内在的価値 
自然は人間にとって役に立つかどうかにかかわらず、それ自体に価値があるとする考え方。 
注 5：関係価値 
自然と人がどのような関係を築いているか、その関係のあり方に基づいて自然の価値を捉

える考え方。 
注 6：構造方程式モデリング（SEM） 
複数の変数間の関係を、直接的な経路と間接的な経路（媒介変数を介した経路）の両方を

含めて統計的に検証する分析手法。本研究では piecewise SEM という手法を用いた。 
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